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宮廷叙事詩人におけるいわゆる古語の扱いについて

須沢通

1　ドイツ中世盛期の宮廷叙事詩人たちの言語抵超地域的な文学的共通語（いわゆる宮

廷詩人語）の傾向を示していたこと，さらにこの言語が表現法の洗練された宮廷的様式の形

成のためにフラソス語を巾心とした多くの宮廷外来語を借用し，逆に民衆叙司耳詩（Vo墨ks一

epos）で広く用いられた古いことばを意図的に避けたことは従来の研究によって指摘される

ところである1）。たしかに中世盛期の宮廷叙誹詩には民衆叙事詩で広く用いられた特定の単

語はもはや見られない。たとえば中世の代表的な民衆叙蔀詩「Das　Nibelungenlied」（9516

行）2）に見られるbouc（装身具としての腕環），　brinne（鎧一特に前胴一），　vrlede1（男姓

の恋入，夫）はHartmanl1のrErec」（10191行）3、「Gregorius」（4006行）軌rDer　arme

耳einrich」（1544行）5λ「lwein」（8166行）軌Wolframの「Parzlva1」（24812行）往および

Gpttfriedの「Tristan」（19554行）8）ヤこおいて鵬すでに古風な名称としてその用例を見る
こiとができない。以下表中の（）の中の数宇はその項の用例数のうち押韻語の用例数を示　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‡

端ま塒人および儒の醐購人敵る綿の戯靴順である．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　陶
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このほかに9εr（投げ槍），wine（愛するん夫，妻），形容詞のwa3tlich（美しい）も，

宮廷叙琳詩ではわずかな例外を除き，古風な表現として避けられている。
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民衆叙泰詩では騎士によっても使用された9εr（投げ槍）臨宮廷叙事詩ではもはや騎士

の武器とは認められていない。この単語は「ParzivaUで唯一㍉愛の神アモールが手にする

投げ槍をあらわす箇所に見られ，押韻語を形成している。
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Par箔ival　532，13　als　tuGt　des　h6rn　Amores　g6r

〈アモール殿の投げ槍にしてもそうだ〉

wineは「Par猛ival」では少年パルツィヴァールをさし，民衆叙事詩における特定の人の恋

人，もしくは夫，萎をあらわすのではなく，広く「人気者」の意で用いられている。ここで

も押韻語を形成している。

Parzlval　228，6　　sus　saz　der　minnecliche　w三ne

〈このように愛らしく婦意を抱かれた少年は座っていた〉

w5bt王ichも形容詞として「Das照belungenlied」で多く用いられているが，　Hartman皿

の初期の叙事詩「Erec」で4例，　rlwein」においては1例見られるにすぎな㌔㌔

Iwein　4374　f　　　und　sach　engegen　iln　gan／sehs　knappen　w蹴孟icぬe

〈そして6人の美しい小姓が彼に向かってやって来るのを見た〉

しかし，宮廷叙事詩における古いことばの忌避を示す代表的な例として広く挙げられる9）

中高ドイツ譜（Mhd．）の四つの名詞helt，　degen，　recke，　wigant（いずれも「勇士⊥「優

れた騎士」の意味。フラソス語chevaHerからの借用造語mhd．　ritterによって次第に駆

逐される）の用例数を中世盛期の宮廷叙蛮詩人たちにおいて比較してみると，詩人たちのこ

れらの単語に対する態度が一様ではないことがわかる。
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「英雄」，「勇士」の活躍，闘争をテーマとして扱い，「英雄叙癖詩」（Helde且epos）とも

よばれる「Das　Nibelungenlied」ではw宝gantを除く単語がいずれも数多く使用されている

のに対して，宮廷叙導詩人のうちHartmannとGottfr量edではこれらすぺての単語に対す

る拒否的な態度が見られる。これと対照的にWolframではいずれの単語も比較的自由に用

いられている。

heltは12世紀にドイツ語圏の北西部から高地ドイツ語に入った単語mで，用例数の差は

あるもののここでとりあげたすべての詩人によって用いられ，「武勇に優れた騎士」をさす。

この単語はWolfra皿では比較的自由にかつ広い箆囲の騎士をあらわすのに対して，　Hart一

Inann．では用例数も少なく，　「高い徳を有し，騎士としての最高の栄誉をになう1勇士」をさ

すのに限定されている。

Erec　1734　f．　sit肥n　e豆samt　s6　manegeE　he呈t／von　gan名e羅tuge皿den乾erwelt

＜一一アルトゥースのもとに一一かくも多くの選り抜きのすべてに優れ

た騎士たちが集い座っているのを・・…・〉

Iwein　3249　f。　　er　was　ein　degen　bewa3ret／越皿d　e三n　helt　ullerv記re毛

〈彼（イーヴェイソ）は正真正銘の勇士であり勇猛果敢な騎士であった〉
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Parziva1169，15　d6　gienc　der　helt　mit　wまt2en　cranc

〈そこで知恵の乏しい勇士は出かけて行った〉

これに対してGottfriedでは次の1例すなわちトリスタンに倒されたモルガーンの復

讐をうったえる箇所にheltの用例が見られる。　　　’

Tristan　5486五　　nu　2ieren　helde，　kereむzuo／von　steten　und　von　ves亡en

〈さあ，立派な勇士たちよ，町から誠砦から来たれ〉

degenは「1冒険心にかられ，大胆で，勇敢な戦士」をさし，　Wolframではほとんどの用

例で，その勇猛心を強調するための付加語形容詞を伴って用いられる。

Parziva1747，15　ez　warf　der　k廿ene　degen　balt

くこの勇猛果敢な勇士（フェィレフィース）は．それを投げ捨てた〉

Hartmannにおいてもこの単語は「Erec」で11例，「lwein」で4例見られ，それぞれ主人

公工一レク・イ7ヴェイソを中心とした「すぺてに優払冒険心にかられた猛き勇士」をあ

らわしている。

　　　　　　　　　　　　　轟drec　5498五　　　　und　als　Erec　der　degen　balt〆ersヨch　daz　er　sin　enga韮t

くそして果敢な勇士工一レクは，この男が白分のために被害を受けてい

るのを見た時〉

これに対して他の二つの単語reckeとwigantはHartmannとGottfriedでは全く見

られず，Wolframにおいてもその用例のほとんどが押韻のために用いられているにすぎな

い。特にwigantは1200年頃をこは古風なことばとみなされ，遅くとも13世紀末には死滅した

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一ﾆ考えられる11）。この単語はrDas　Nibe王u韮genlied」でもわずかに2例が見られるにすぎ

ないが，Wolframはこれを押韻語として秘極的に利用している。

Parzival　35，29五　　Da2　begunde　dem　recken／sine　brust　b6de　erstreckeぬ

〈このことは勇士（ガハムレト）の両の胸を脹れ上がらせた〉

Parzival　456，23£　　Par猛ival　der　wigant／erbe晃2te　nider　a1　zehant

〈勇士パルツィヴァールはすぐさま馬から下りた〉

2上記⑦～⑩の名詞の用例に見るように，宮廷叙事詩人のうちWdframはいわゆる古

語を比較的自由に使用している。以下に民衆叙事詩に広く見られる単語で，Hartmannお

よびGottfrledに・おいてその使用が控えられているのに対して・Wo玉framlで依然として積

極的に用いられる単語をいくつか見てみる。

eHen（勇力，勇ましい心），　k茸ene（勇敢な）はHartman雄，　Go仕friedでもわずかでは

あるが用例を見ることができる。
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　　　　　　　　　㌔?撃撃?獅ﾍ「Das　Nibeluロgenlled」では「勇力」，「剛勇」をあらわすが，宮廷叙鱗詩人たち
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においては「勇敢な心」を示し，多くkraft「（勇敢な心によってひきおこされる）優れた

力」と対置される。

Nibelungenlied　55，3　daz　mac　sus　erwerben　　mit　e11en　da　min　hallt

＜その揚合こうしてわたしは力ずくでもそれを獲得することができ

る〉

Iwein　2999　　　wan　daz　gap　im　ellen　unde　kraft

くなぜならそれ（心）が彼に勇気と優れた力を与えたのだから〉

Par2iva117422　．si且，ugent　het　e11en　unde　craft

〈彼の若さは勇敢な心と優れた力を持ちあわせていた〉

Tristan　7006　　dδwuohs　im　muot　und　ellen

くその時彼に決意と勇気が湧いてきた〉

嫡eneは「Das　Nibelungen工ied」で非常に多くの用例を擁し，その多くが勇士を示す名

詞およびその固有名詞に伴い，勇猛さを強調している。宮廷叙事詩人においても形容詞

k直eneは勇士の「勇猛果敢な」心をあらわし，　Wolframで多くの用例を見ることができる。

Iwein　7000　L　　da猛er　getar　unde　kan／baz　vehten　danne　ein　k茸ener　degen

く彼（臆病者）でも勇敢な勇士より立派に闘う勇気を得，実際に戦うこ

とができる〉

Par呂iva126，12　　der　helt　was　k近ene　unde　wis

〈この勇士は勇敢にして賢明であった〉

．Tr三sta皿251五　des　libes　scho巳n6　und　wunneclich，ノgetr沁we，　k近ene，　milte，

rich

く体は美しく，みごと怨誠実にして勇敢で，物惜しみせず，富強一

であった一〉

ellenthaft（力強い，勇敢な），k廿nne（一族），　ecke（剣の刃）の各単語はGottfriedで

はもはや使用されることがなく，面rkel（孔だらけの）に関してはWolfram以外の宮廷叙

班詩人でその用例を見ることができない。
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，ellenthaftは「Das　Nibelungeロ1ied」｝こおけ’る6例中．4例でhant（nh己Hand）とども

睦用いられ，「勇敢な手（勇敢な人）」をあらわすほカ、muOちkraftとともに「勇気」，　r勇

力」をあらわしている。Hartmannでもellenthaftは3例でhantとともに，そのほか1：例
でmuotとともに用びられる。これに対してWolfram臨wer（防備エsi血（思慮），　her　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ

（軍勢），swanc（武器の打ち振るい），1eden（命），　jagen（追撃），　degen（勇士）など様々
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な名詞と結びついて広く用いられている。

〈そして何度も力強く打ちおろされる武器，これらが遠くまで輝いた〉

k茸nneはWolframのほかに，　Hartman皿でも「1wεin」以外の作品で用例を見ることが

できるが，ここではその多くが押韻語として用いられている。

Der　arme　He玉nrich　655　f　unsers　libes　w註nne，／ei皿bluome　in　dinem　k廿nne

〈わたしたちの喜びであり，お前の一族の花一であって欲しい一〉

「剣の刃」をあらわすeckeは，宮廷叙亦詩ではWolframおよびHartmannの「Erec」

においてわずかに見られるにすぎない。

Parzival　253，27　Sin　ecke　ligent　im　rehte

〈その（諸刃の剣の）両方の刃は均整がとれている〉

dOrke1は「Das　Nibelungenlied」で彫ま戦いによって「孔のあいた」楯や兜を形容するが，

Wolframではこれに限らず「力」，「心」，「悔悟」，「喜び」とも結びついて用いられる。

Par露iva1601，16　des　min　d廿rkel　vr6ude　werde　ga且z

〈それによってわたしの孔だらけの喜びがすっかり癒されるという∵・

…〉

3bWolframはいわゆる古語を押韻語としても積極的に利用している。　balt（大胆な），

dagen；gedagen；verdagen（黙る），　gemeit（はつらつとした，喜びにあふれた，愛らし

い），rallt（楯〈の縁〉）の各単語臨すでに「Das　Nibelungenlied」において押韻語として

用いられて、・るが，宮廷叙事詩人においても，Gottfried以外の二人の詩人，　Hartmann，特

に彼の初期の作品において，そしてWolframで引き続き押韻のために利用された。

Nib．

　　　；　　　　i　　　　iE「ec　1　G「e明凪i　　　　　　　　　　　　　Iwein

Wolfr． Gottf．

⑰balt

Q蹄押
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⑲gemeit 46（46） 9⑨ 黷奄Pωi° 10伽） 0

⑳rant 23（23） 4③ 堰E｝・i・ 4（3） 0

baltは多くの場合，付加語形容詞として「勇士」などの名詞の後に置かれる。　Wolfram

ではこのほかに「～に熱心な」，「～に夢中の」の意味でも用いられる。

Parzival　339，15五　sus　reit　der　werde　degen　balt／sin　rehte　straze血z　einem

walt

＜こうして立派で雄々しい勇士は森から彼の道をまっすぐ馬をすすめて

行った〉

Par猛iva1117，7f、　Sich　26ch　diu　vrouwe　jamers　balt／血z　ir　lande　in　einen　walt

〈悲嘆にくれた女王は彼女の国を離れ森へ入った〉　’

dagenとその派生動詞gedage叫verdagenは，　Mh己においてすでに古風な単語とうけ
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とられているが12），押韻語としてHartmannの全作品およびWolframで広く用いられて

いる。

Erec　44五　　daz　getwerc　enwolde　ir　niht　sagen／unde　hiez　si　stille　dagen

＜媛人は彼女に何も話そうとせず，彼女に口を閉ざして黙うているよう

命じた〉

Parzival　562，9f。　al　die　da　waren，　clageten：／w§nc　si　des　verdageten

＜そこに居合わせた人々は嘆き悲しみ，皆そのことをこらえることはな

かった〉

gemeitは「Das　Nibe1ロngen1量ed」では多くの揚合，勇士，騎士とともに「天晴れな」，

「勇ましい」，「はつらつとした」の意味で用いられている。しかし，このほかに「喜びにあ

ふれた」，「愛らしい」，「美しい」の意味で用いられた4例も見ることができる。Hartmann

では特に初期の「Erec」で広．く用例を見ることができるが，彼においては，もはや古風な

「天晴れな」，「勇ましい」，「はつらつとした」の意味の用例は見られない。Wolframに

おいても，この古風な意味を持った用例は2例にすぎず，8例において「喜びにあふれた」，

「愛らしい」，「美しい」の意味で用いられている。

Nibelungenlied　2304，3五　　＿．ir　geltet　miniu　lei七／ir　habt　uns　hinne　erbun・

nen　vil　maneges　recken　gemeit

＜そなたはわたしの悲しみを償うのだ。そなたはこの中で，わたしたち

から多くの天晴れな勇士を奪い去った〉

Erec　12　f　　　　eine　juncvrouwen　gemeit，／schoene　llnde　wol　gekleit

〈一人の愛らしく，美しく，そしてみごとに着飾った乙女〉

Par客iva1318，25五　diu　maget　tr血rec，皿iht　gemeit，／an　urloup　von　dem

ringe　reit

く悲しみに沈み，喜びに浸ることのない乙女は，．別れの挨拶もせずに円

陣から馬で立ち去った〉

rantは多くの用例でschilt（楯）の二格と結びつくか，または単独で用いられ「楯」を意

味する。この場合rantは押韻調整の手段と考えられる。この単語の用例は，宮廷叙事詩人

においてはHartmannの「Erec」とWolframで見られ，　Wo工framのi押韻語とならない1

例で「楯の縁」を意味するのに対して，彼の他の3例では「楯」を示している。「Erec」で

はすべての用例で両者いずれの解釈も可能となっている。

Erec　8964　L　　　sinen　helm　er　abe　bant／und　stur露te　in亡f　des　schiltes　rant

〈彼は兜の紐を解きほどいてそれを楯くの縁〉にかぶせた〉

Parzival　478，23　f　des　wart　von　siner　claren　han、t／verd雌rkelt　manec　schi1．

des　rant

＜そのため・彼のみごとな手によって多くの楯が突き破られ，孔だらけ

に：なるはめとなった〉

一方，民衆叙事詩における意味が宮廷叙蓼詩で変化，発展していく．ことばで，古い意味の

単語が・宮廷叙事詩人によって押韻語として利用される例も見られる。sne1（勇ましい，強

い）・m兜re（音にきこえた・名高い）はrDas　Nibelungenlied」では特に押韻語として利
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用された単語ではないが，この古風な意味をもつことばは宮延叙コ塒人ではWolframを中

心に押韻のために利用されている。

Mb．
　　　i　　　　i　　　　l

@　　i　　　　i　　　　i
Wo里fL Gottf．
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P0（10）
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「勇ましい」，「強い」の意のsne1は，宮廷叙事詩人ではすでに古風なものとして13）， こ

れを特に押韻語として利用したWolfram以外では避けられている。

Par2iva1354，19　L　durch　dell　kδmen　zwen　ritter　sne1，ノder　werde　k蔵nec

Schirniel

＜彼のために二人の勇ましい騎士がやって来た。身分高き王シルニーエ

ルと……〉

snelは本来，包括的な意味を有し，「Das　Nibelunge皿lled」で弄よこのほかに4例（押韻語

0）で「速い」，「素早い」の意をあらわしているが，Wolframではこれをさらに発展させ，

ほかに35例（うち押韻語19例）もが「速い」，「素早い」，さらに「熱心な」，「切皐した」の

意味で用いられている。Hartmannもこの単語を「速い」，「素早い」および「熱心な」の意

で3例（うち押韻語1例），Gottfriedは「速い」の意で1例（押韻語）用いている。

Iwein　2126　f　　　　s6　snel　ist　dehein　man／noch　niht　ane　gevidere

〈翼もなくてそんなに速く走れる人は未だ存在しない〉

Parzival　324，22　ist　her　Gawan　lobes　snel

〈ガーヴァーン殿が栄誉を切望されるのなら〉

maきreに関しても「音にきこえた⊥　「名高い」一の意味は13世紀になると古風なものとな

り14），その用例も多くは見られないが，Wolfra軍nのみならず，　HartmannやGottfriedに

おいてもこの古いことばは押韻語としてのみ用いられている。

Tr三sta皿477五　　da猛Marke　der　maヨre／2e　Tintaj61e　wa｝re

〈高名なマルケ王がティソタイ＝一レにおられるということを〉

このほかma∋reは，　snefと同楓意味上の色付吐変化によって「大事な⊥「好ましい」

の意味をとり，Hartmannの「Erec」で6例（うち押韻語4例），「lwein」で1例（押韻語），

さらにWolframで1例（押韻語0），　Gottfriedで2例（うち押韻語1例）の用例を見る

ことができる。

Erec　708　L　　　．．．．　obエu　w記re！der　lip　zihte　m記re

〈もしそなたにとって命が少しでも大事ならば〉

このほか古風なことばとして，Hartmann，　Gottfriedはもちろん，「Das　Nibelungen一

11ed」でも用例の見られないwa1（戦場）が，　Wolframで3例‘Parzivarと韻を踏んで用い

られている。
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Nib．

　　　l　　　　l　　　　i㎞

猿ｰiん且iI鴨㎞ Wolfr． Gottf．

τ㊧wa1 ．・ 堰Ei・i・ 3（3） o　　■

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
奄翌≠撃ﾍ，パルツィヴァールの妻となるコソドゥヴィー・ラームールスの国の都飛ルラベイ：1／

Par拓ival　210，27五　〇z　kom　geriten　Parziva1／an　da2　urteilliche　wa1　　　，

＜パルツィヴァールは神の審判をうけるぺく戦場へと一城の中から外
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　詰
wー馬を進めた〉

4　Wolframのいわゆる古語に対する肯定的な姿勢に比ぺて，　RartmannおよびGott一

friedはこれに否定的に対処している。しかし彼らのうちで特鵜これらのことばに対して

最も厳格な拒否的態度をとったGottfriedにおいて，．古風なことばが詩人の表現法の中に積

極的に組み入れられた例も見られる。yeige（死ぬぺき運命の），・stob（誇り高い），　urliuge

（戦い），wic（戦闘）鳴いずれも古風な語感から，特にHartmanI1で使用が控えられて

いるのに対して，彼以外の宮廷叙事詩人。とりわけGottfriedにおいて特徴的に用いられ

ている。

Nib．
　　　l　　　　l　　　　i
drec　l　Greg　｛　A，H．　iIwein　　　　　　　　…　　　…　　　　　　　　　　　　…

Wolfr． Gottj鉱

⑳Ψeige

?唐狽盾撃y

?浮窒撃奄浮№?

Sw1c

5（0）

P8（O）・

R（0）

P（1）

i：：；瞬　　　　　　、　　　　　　　　1　　：

3（3）

S9（4）

T（0）

S（4）

　21（o）

@11（o）國‘　8（O）

@5（0）

　　　　　　　　　　　　　　　　　尋
魔?奄№?i死ぬべき運命の）は古風なことばとして，　Wolframで押韻語の3例が，．　Hart・

mannでは「工wein」の1例が見られるにすぎないが，　Gottfriedにおいては21例中18例でこ

の古い意味から発展した「呪わしい⊥「いまいましし）」の新しい意味を見ることができる。

PaτziVa夏55亀15五　　〇b　da2　gqt　erzeige／da猛ir　ni恥t　sit　veige

〈神がみ心を示され，あなたが無事死なずにすむならば〉

Tristan　78皐5　　s6　smacte　ie　der　veige　slac

〈忌わしい太刀打ちによる傷がたえずにおい続けた〉

stolzは古風なことばとして「誇り高い」勇士を形容し，　Wolframでもこれが彼の表現法

に適う単語であることから広く利用されている。これに対してGottfriedでは，こめ単語の

古風な意味を「気品のある」女性に対する修飾語に発展させ，11の用例中7例で，イゾルデ

の身分高き侍女であり，常にトリスタソとイゾルデの問に立って彼らにつくす，「気高き」

ブラソゲーネを形容することばとして，また2例鳩金髪めイゾルデと同名の白い手のイゾ

ルデを修飾することばとして用いられている。彼において3tolz魁　「誇り高き」騎士を示

す用例は1例見られるにすぎなし㌔このことはWolframで用いられたこの単語が49例中わ
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ずかに2例において「気高き」婦人を形容するのと対照的である。

Parzival　48，17　　d6　sprach　der　stolze　degen　junc

〈そこで誇り高い若き勇士は言った〉

Tristan　10358　f　Ie　mitten　1｛am　Brang3ene／，diu　stolze，　diu　wise

くその間に気高く，聡明なブラソゲーネがやってきた〉

上記の二つの単語が古風な意味の発展的変化によってGottfriedの表現法に適用された

のに対して，urliuge，　wicの「戦い」をあらわす単語は，　Gottfr三edにおいて古風な意味を

保持したまま，他の宮廷叙事詩人と比ぺてより秘極的に用いられている．urliugeは中世盛

期の宮廷詩人の時代にはすでに古風なものとしてi扱われ，中世末には消滅した15）。またwic

は「Das　Nibelungenlied」でも古風なことばとして1例の押韻語にその用例が見られるに

すぎず16），Wolframにおいてももっばら押韻のために利用されているだけである17）。

Tristan　368　　　hie　mite　s6　g註nt　urliuge　hin

〈戦いというものは，こういうことを繰り返していくものである〉

Parziva143，1五　　unde　eill　swert　da2　Razalic／durch　ellen　braht　in　den　wic

＜そしてラツァリークが勇敢な心を示すために戦闘に持参した一振りの

剣を……〉

Tristan　6405　　　1｛l　habet　ir　mir　wic　v丘r　geleit

〈今そなたはわたしに戦いを挑んだのだ〉

このほか古風な形容詞vrave1（勇ましい，大胆な）のように，　rDas　Nibelungenlied」

ですでに使用例を見出せない単語が，用例数は少ないものの，Hartmannにおいて特徴的

に用いられている例も見られる。

Nib．

　　　i　　　　i　　　　i　　　　　　　　　　　　iIweinErec　i　Greg．　i　A．H．

@　　i　　　　i　　　　i
Wolfr． Gottf．

㊧　vravel 0
　　i　　　　i　　　　i

4（1） 0

vr置velはWolframでは「勇敢な」勇士，騎士を形容しているが，　Hartmannでは「大

胆不敵な」および「lwdn」における「思いあがった」，「厚かましい」の轟味で用いられる。

Iwein　4585　　　　d6　bat　er　als　ein　vravel　man

くそこで筏この思いあがった男は自分の願いを雷った〉

Par2iva149，13　　　die　vravelen　helde　sint　nu　din

〈勇敢なる騎士たちは今やそなたのものだ〉

5　以上，中世盛期の宮廷叙事詩人Hartmann，　Wolfram，　Gottfriedの古風なことば

に対する態度を，それぞれの用例の統計にもとずき，さらに民衆叙事詩「Das　Nibelunge皿・

1ied」におけるそれと比較することによって検討してきた。その結果，宮廷叙竣詩人におけ

るいわゆる古語の扱いについて，次のようにまとめることができる。

中世盛期の宮廷叙事詩人は，武器や武勇を示す領域の単語を中心に，民衆叙事詩で広く用

いられた特定の単語を，宮廷的な表現法にそぐわない古風なことばとして，使用を避ける態

度を示している。しかしこの態度は決して一様ではなく，ここに宮廷叙事詩人としての統一
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的傾向を見ることはできない。ここで取り扱った単語のうち，三人の宮廷叙事詩人によって

共通に忌避された単語はわずかな数にすぎず，多くは各詩人によって異なった扱いをうけて

いる。Wolframは他の二人の詩人たちが古風なことばとして使用を控えた単語を，自分の

表現法に広く取り入払むしろこれを発展的に使用している。また彼は押韻語としてもこれ

らの単語を積極的に利用する。Hartmannの言語芸術は常に発展し，「lwein」において完成

するのであるが，彼は特に「lwein」において，これら古風なことばの使用を控える態度を

示している。この拒否的態度はGottfriedにおいて最も厳格に示される。その反面Gott・

friedにおいても，いわゆる古語を自分の表現法に積極的に，あるいは発展的に取り入れた

用例も見られる。これらの検討結果に，さらに，例えぽrecke，　degenのような単語が中世

後期の叙亦詩で再び広く用いられること18），そのほかにもここで取り扱った単語の多くが中

世盛期の宮廷詩人以外で，さらにそれ以降の詩人において使用された，もしくは使用された

と考えられること19）を加えて考察すると，ここで取り扱った単語の多くを一概に中世盛期に

おける，またはこの時代の宮廷叙恋詩人たちにおける古風な（alter樋mlich）ことば，古語

（veraltete　W6rter）とみなすことは不可能である。民衆叙築詩で広く用いられたこれらの

ことばは，中世盛期の宮廷叙事詩では；両者の題材と形式の相違から，使用が控えられる傾

向にあったが，その反面，これらのことばは，詩人の表現法に取り入れられ，その詩風の中

に生かされることにより，生命力を保持でき，あるいは，むしろ新たな生命を獲得すること

ができた。以上の点からわれわれは，宮廷的（h面sch）という形容詞で統一・される中世盛期

の宮廷叙事詩人の詩の形式と表現法が決して一様ではなく，むしろそれぞれ異なる特徴的な

ものであったと指摘することができよう。
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